
ビル •建築物を守る！

　近年、気候変動やヒートアイランド現象などの影響により、局地的に短時間で猛烈
に降る雨、いわゆる「ゲリラ豪雨」が都市部を中心に各地で観測され被害が報告され
ています。それに加えて大型台風の多発や前線の活発化による大雨被害も毎年のよう
に発生しています。
　そのため、地下鉄・地下街・地下駐車場への出入口をはじめ、オフィスビル・マン
ション・公共施設・ショッピングセンターの出入口は特に浸水被害に気を付けなけれ
ばなりません。
　現状では想定以上の雨が降ることも多く予測は困難ですが、都市計画のようなマク
ロ的な観点からの水害対策はもちろんのこと、ビルなどの建築物では普段からの備え
と情報収集によって被害を極力抑えるための対策が求められています。
　本特集では、安全・安心のために身近で出来る、水害対策に貢献する有効的かつ実
践的な製品・サービスを紹介いたします。

特別企画

水害対策

▶ルーフドレン再生工事「P・C・Gマルチライナー工法
　（FRP ライニング）」 （株）P・C・Gテクニカ

▶開口部浸水対策工法 （株）土井製作所
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ビル•建築物を守る！水害対策特別企画

•管口径を変えることなく
再生可能
•防水層を傷めることなく
施工可能
•壁を壊さずに耐震補強と
再生可能
•築50年以上の建物でも
施工可能

【主なルーフドレン施工実績】
　関西国際空港・愛知県庁西庁舎・新潟県庁・
スイス大使館・地球会館・日本信販本社ビル・
麻布中央ビル・LIXILWINGビル・桃屋本社ビ
ル・クレストフォルム新百合ヶ丘サウスビル・
イトーピア日本橋本町ビル・三菱丸江ビル・
湯島ハイタウン・八丈島病院・酒田市総合文
化センター・アーバン83・芝機械振興会館・
中央大学後楽園キャンパス・ニュー新橋ビル・
佐賀銀行本店・虎ノ門33森ビル・飯田橋セン
トラルプラザ・港南台パーズ・新神戸ビル・
KDDIビル・東京交通会館・東京ガス西荻ビル・
パシフィック東京・三鷹三菱ビル・興銀ビル・
玉川髙島屋東館・トヨタ自動車・愛知県医師
会館・九州電力川内原子力発電所・日本原子
力発電敦賀発電所 他（敬称略・順不同）

　P・C・GFRPライニングの更生工事で，築
78年の東京都指定歴史的建造物「近三ビルデ
ィング」様の雨水管（ルーフドレン）も蘇った．

　近年，地球温暖化によるゲリラ豪雨などが
多発しビル・建物の屋上に多量の雨水が降り
込みルーフドレンの排水能力も設計以上の雨
量により経年変化で劣化した管内に負担がか
かり大規模な漏水事故も発生している．漏水
により各フロアのパソコン等のOA機器や什器
備品，電化製品，絵画，壁紙，配線などは水
浸しになり多大な被害を起こしている．
　また，ルーフドレンはコンクリートに埋設
されていることが多くその近くに鉄筋があれ
ば漏水により鉄筋が錆び，体積が増えるとコ
ンクリートが爆裂状態になり割れてしまう．
ルーフドレンは通常，水が流れていないため
見過ごされているが，経年変化により管内腐
食が進み配管寿命がきている場合が多い．
　しかしながら更新工事となると建物の一部
を壊す必要があり，大工事となる．一方，露
出配管は屋内配管の場合，室内も狭くなりオ
フィスとしての機能を損なう．屋外配管の場
合，建造物の景観が損なわれてしまう．いず
れにしても大掛かりな工事で工期や工事費が
かさむ．そこで近年，注目され施工依頼が急
拡大しているのが「P・C・Gマルチライナー工
法」による雨水管（ルーフドレン）再生工事であ
る．本工法の特長は既設配管をクリーニング
した後パイプの中にパイプを形成させ二重構
造にするパイプインパイプ方式である．

【「P・C・Gマルチライナー工法」の特長】
•配管替えに比べ著しく施工費が安価
•配管替えに比べ著しく工期が短い
•ビル稼働中の平日でも施工可能

ルーフドレン再生工事
「P・C・Gマルチライナー工法（FRPライニング）」

https://www.pcgtexas.co.jp

（株）P・C・Gテクニカ お客様相談受付　TEL 0120-014-834

 施工前 研磨後 ライニング後
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合わせで施工することにより、耐水圧0.5気圧
（0.049MPa）、水頭で５ｍ相当の水圧まで耐
えられる性能を発揮する。（写真２）（写真３）
　また本工法の特徴として、①ケーブルの増設、
再通線が容易であること、②一方向からの作業
で施工が完了できることの２点があげられる。
①については撤去が容易な止水材料である「ス
トパック」をケーブル周りに使用することで、
増設、再通線の際には撤去し、作業後に再度充
填を行うという対応が可能である。②について
はバックアップ材等を併用することで、１方向
からの材料充填が可能である。これにより、機
器で片側がふさがり作業できないような場所等
でも施工が可能となる。
　本工法を適用するにあたっては、施工箇所の
状況をよく確認することが必要となる。開口の
大きさ、ケーブルがどれだけ入っているか、ど
のような条件下で作業が出来るかを確認の上
で、適切な材料の選定を行う。

　電気設備の浸水・水害対策としてもっとも効
果が期待できる手法は、浸水想定深さを踏まえ
てリスクの少ない場所に設置又は移設すること
である。しかし、移設には莫大なコストや時間
がかかり、予算、建物の条件によって必ずしも
対応が出来ないケースもある。本工法では、既
存設備に対して後付けで施工を行うことがで
き、大規模な改修工事を必要としない。
　例えば電気室などの引込部では、壁に開口部
を設けてケーブルを通線させている例が多くあ
る。しかし従来の止水処理材では開口部の防水
処理を行うことが困難だった。本工法は、複数
の材料を組み合せて充填することで、開口部を
閉塞し防水処理を行う方法である。（写真１）受
変電施設やポンプ施設等、水害発生時等でも停
止することができない重要設備等に適用するこ
とで、既存設備の耐水化を行うことが可能とな
る。
　防水処理にあたっては、開口部に充填し閉
塞する材料を適切に選定することが重要であ
る。本工法では、充填面積の大きい開口外周へ
は、強固に密着、硬化する収縮の起こりにくい
モルタル材料を使用する。また、漏水が発生し
やすいケーブル周りへは、様々な素材への高い
密着性を持つ自己膨潤型樹脂系止水材料「スト
パック」を使用して防水処理を行う。この組み

開口部浸水対策工法
https://www.doi-web.com/product/p459/

（株）土井製作所 営業推進部　TEL 03-3647-0151

写真１　開口部浸水対策工法 写真３　加圧状況

写真２　水密性試験状況
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